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申
告
が
必
要
な
方

■
所
得
税
の
確
定
申
告

１　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

２　

給
与
所
得
者
で

①
給
与
の
年
間
収
入
金
額
が
2,000
万
円
を

超
え
る
方

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、
市

県
民
税
の
申
告
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払

を
受
け
て
い
る
方　

な
ど

３　

土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却

し
た
方

★
復
興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
併

せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お
よ
び

納
付
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各
年
分

の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と
し
て
、
そ

の
年
分
の
所
得
税
額
）
に
２
．
１
％
の

税
率
を
掛
け
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

※
本
文
中
の
「
所
得
税
」
と
は
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
を
表
し
て
い

ま
す
。

○
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
に

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
400
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
次
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
市

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が

あ
る
方
で
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
（
社

会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控
除
の
適
用

を
受
け
る
と
き

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
が
あ
る
と
き

▼
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
方

　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
、
改
め

て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
事
由
が
平
成
25
年
中
に
あ

る
方
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
と
き

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
と
き

③
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
再
就
職

し
て
い
な
い
と
き

④
都
道
府
県
・
市
区
町
村
へ
の
寄
附
な

ど
を
し
た
と
き

⑤
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を
借

入
れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増

改
築
を
し
た
と
き

■
市
県
民
税
の
申
告

１　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
米
子

市
に
住
所
が
あ
る
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
申
告

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
の
み
、
も
し
く
は
公
的
年
金

等
に
係
る
所
得
の
み
の
方
で
、
給
与
・
公

的
年
金
等
の
支
払
先
な
ど
か
ら
市
役
所

へ
支
払
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

※
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。

２　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
務
所
・
事
業
所
・
家
屋
敷
を
有
す

る
方
で
市
内
に
住
ん
で
い
な
い
方

●
市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

に
つ
い
て

　

市
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
申
告
期

限
内
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
で
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
事
業
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県
民
税
の

申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
年
の
中
途
で
の
開
・
廃
業
、

専
従
者
控
除
、
事
業
損
失
や
被
災
事
業

用
資
産
損
失
の
繰
越
控
除
、
事
業
用
資

産
の
譲
渡
損
失
の
控
除
、
事
業
用
の
非

課
税
所
得
な
ど
は
、
確
定
申
告
書
な
ど

に
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
贈
与
税
の
申
告

　

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
ま

た
は
受
け
た
利
益
の
価
額
の
合
計
額
が

110
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
贈
与
税

の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

　

相
続
時
精
算
課
税
を
選
択
す
る
場
合

ま
た
は
選
択
し
て
い
る
場
合
に
は
、
贈

与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
ま
た
は
受
け

た
利
益
の
価
額
に
か
か
わ
ら
ず
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

と
納
付
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。）

　

事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用
要
件
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
事
業
者
で
申

告
が
必
要
な
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1,000
万

円
を
超
え
る
方

②
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24
年

６
月
30
日
ま
で
の
課
税
売
上
高
が
1,000
万

円
を
超
え
、
な
お
か
つ
給
与
等
支
払
額

が
1,000
万
円
を
超
え
る
方

③
課
税
売
上
高
が
1,000
万
円
以
下
で
平
成

24
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事
業

者
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方

※
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
改
正
に

つ
い
て
は
米
子
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

～
こ
れ
だ
け
は
お
忘
れ
な
く
～

①
申
告
書
や
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て
い

る
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
や
ハ
ガ
キ
」

と
「
印
章
」



②
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
方
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」

③
個
人
年
金
や
講
演
料
な
ど
の
雑
所

得
、
生
命
保
険
の
一
時
金
や
損
害
保
険

の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
が
あ

る
方
は
、
そ
の
支
払
の
明
細
が
わ
か
る

も
の
（
支
払
調
書
な
ど
）

④
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、「
収
支
内

訳
書
」（
事
前
に
作
成
で
き
る
方
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）　「
収
支
内
訳
書
」

の
用
紙
は
米
子
税
務
署
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
災
害
を

受
け
た
資
産
の
明
細
書
」、「
り
災
証
明

書
」、「
工
事
費
の
見
積
書
、
領
収
書
等
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
等
、
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
」

⑦
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険

料
の
支
払
が
あ
る
方
は
、
そ
の
金
額
の

分
か
る
も
の

⑧
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
方

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
申
告
書
へ
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

⑨
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑩
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
支
払
保
険
料
等
の
証
明
書
」

⑪
寄
附
金
（
税
額
）
控
除
を
受
け
る
方

は
、「
寄
附
金
の
領
収
書
、
証
明
書
」

な
ど

⑫
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

方
は
、「
住
民
票
の
写
し
」、「
住
宅
取

得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書
」、「
登
記
事
項
証
明
書
（
登
記

簿
謄
本
）」、「
売
買
契
約
書
ま
た
は
請

負
契
約
書
の
写
し
」
な
ど

⑬
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
親
族
（
16
歳
未
満
の
方
を
含
む
。）

で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、「
身

体
障
害
者
手
帳
」、「
療
育
手
帳
」
な
ど

⑭
還
付
さ
れ
る
税
金
の
あ
る
方
は
預
貯

金
口
座
の
わ
か
る
も
の

確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出
は

ｅイ
ー

―
Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
等
で
！

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自

身
で
作
成
さ
れ
「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）」
ま
た

は
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ

ば
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

○
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
17
日
ま
で
は
24
時
間
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

※
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
手

続
・
準
備
が
必
要
で
す
。

所得税、市県民税、個人事業税、贈与税、消費税及び地方消費税の申告が始まります。
例年３月に入りますと申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただくことも予想されます。あらかじめ「申
告相談に必要なもの」を事前に整えていただくよう、ご協力をお願いします。
■問合せ　市県民税…市民税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　所得税・贈与税・消費税及び地方消費税…米子税務署（☎３２－４１２１）
　　　　　個人事業税…西部県税事務所課税課（☎３１－９６２６）

社会保険料控除
　平成25年中に支払った国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、
介護保険料、国民年金保険料は、社会保険料控除の対象になりま
す。なお、国民年金保険料については、その証明書の添付（また
は提示）が義務付けられています。
■問合せ
●国民健康保険料…保険年金課（☎２３－５１２４）
●後期高齢者医療保険料…保険年金課（☎２３－５１２４）
●介護保険料…長寿社会課（☎２３－５１３１）
●国民年金保険料…米子年金事務所　国民年金課（☎３４－６１１１）
※お問い合わせの際には、氏名、住所、生年月日のほか、国民健
康保険・後期高齢者医療・介護保険では被保険者番号、国民年金
では基礎年金番号が必要です。

電子申告のための住民基本台帳
カードの取得はお早めに！

　住民基本台帳カードと電子証明書の作成は、混雑時
には長時間お待たせする場合もあります。日にちと時
間に余裕をもって市民課窓口へお越しください。
■申請に必要なもの
①住基カード交付手数料　500円　②電子証明書交
付手数料　500円　③写真付き住基カードを希望さ
れる方は、「上半身、無帽、正面、無背景で６か月以
内に撮影した縦４．５センチ×横３．５センチの大き
さ」の写真を一枚ご持参ください。なお、市役所で
の撮影も受付けています。
■問合せ　市民課（④窓口）届出係（☎２３－５１４４）

申告会場
　申告会場および期間（土、日を除く。）は次のとおり
です。
　会場設営期間中は米子市役所、米子税務署では申告
相談を実施していません。
■米子コンベンションセンター（２階国際会議室）
　２月17日（月）～３月17日（月）
※米子税務署との合同受付で、受付時間は午前９時～
午後４時です。

障害者控除対象者認定書を交付します
　障害者手帳等のない方でも、平成25年12月31日時点で65歳
以上であり、介護保険の要介護認定（要支援は除く。）を受けてい
る方は、「障害者控除対象者認定書」の交付を受けることにより、
所得税、市県民税の障害者控除あるいは特別障害者控除の対象と
なります。「障害者控除対象者認定書」の交付を受けたい方は、
長寿社会課または淀江支所地域生活課で申請してください。
■申込・問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３６）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（☎５６－３１１２）



　

新
成
人
を
前
に
、
野
坂
市
長
が
、

次
の
と
お
り
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　
「
本
日
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

米
子
市
民
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
穏
や
か
な
太

陽
の
射
す
天
候
の
下
で
、
平
成
26
年

成
人
式
に
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

新
成
人
の
方
の
参
加
が
あ
り
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
来
賓
の
皆
さ
ま
や
、
成
人
式

の
企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
新
成
人

の
皆
さ
ん
、
現
在
の
心
境
は
い
か
が

で
す
か
。
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る

と
い
う
決
意
を
持
っ
た
方
、
ま
た
、

旧
友
と
の
再
会
が
楽
し
み
と
い
っ
た

方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、
20
歳
と
な
れ
ば
、「
大

人
」
と
し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
、
選

挙
権
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
権
利

を
得
る
と
同
時
に
、
社
会
に
対
し
て

多
く
の
責
任
や
義
務
が
生
じ
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
様
子

を
記
事
に
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
は
「
非
常
事
態
に
陥
っ
て

も
他
人
や
仲
間
を
思
い
や
り
礼
節
を

守
り
続
け
る
日
本
人
の
国
民
性
に
学

ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
報
道
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
他
人
を
思
い
や

り
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
規
則
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
い
く
こ
と
は
日
本
人
の

良
い
所
で
す
。
皆
さ
ん
に
も
こ
う
い

う
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
米
子
の
風
景
、
様
子
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
米
子

の
周
り
に
は
大
山
が
あ
っ
た
り
、
日

本
海
・
日
野
川
・
加
茂
川
が
あ
っ
た

り
と
色
々
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
城
山
や
妻
木
晩
田
、
青

木
遺
跡
な
ど
色
々
な
歴
史
も
秘
め
て

い
ま
す
。
こ
の
風
土
の
中
で
皆
さ
ん

は
生
ま
れ
育
ち
、
成
長
し
て
こ
ら
れ

た
わ
け
で
す
。
そ
の
成
長
の
過
程
で

は
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
気

持
ち
、
そ
し
て
学
校
の
先
生
や
地
域

の
方
々
が
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
米
子
の
良

い
所
、
皆
さ
ん
の
胸
に
残
っ
て
い
る

米
子
を
守
り
続
け
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
が

多
い
の
は
感
謝
の
気
持
ち
を
持
た
な

い
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ど
う

か
今
ま
で
大
き
く
な
る
に
あ
た
っ
て

助
け
て
も
ら
っ
た
家
族
や
先
輩
や
先

生
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
、
こ
の

日
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
、
米
子
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
市
を
含
む
鳥
取
県
西

部
は
陸
・
海
・
空
の
交
通
の
結
節
点

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中

の
一
つ
、
米

子
空
港
は
従

来
の
羽
田
、

ソ
ウ
ル
便
に

加
え
、
昨
年

12
月
か
ら
成

田
、
神
戸
、

茨
城
便
が
就

航
し
、
さ
ら

に
は
新
た
な

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

―
一
、四
〇
六
人
が
新
成
人
に
―

　

新
成
人
を
祝
う
「
米
子
市
成

人
式
」
を
、
平
成
26
年
１
月
３

日
㈮
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
５
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
男
性

６
９
７
人
、
女
性
７
０
９
人
の

計
１
４
０
６
人
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
式
典
に
は
多
く
の
来
賓
・

学
生
時
代
の
恩
師
の
方
々
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
新
成
人
は
市

外
在
住
者
も
含
め
、
１
１
５
３

人
の
新
成
人
が
出
席
し
、
誓
い

も
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
、
新
成
人
と
し
て
旅
立
ち
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
思
い

出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
題
し

て
、懐
か
し
い
中
学
校
の
校
舎
、

米
子
市
の
町
並
み
、
四
季
折
々

の
自
然
豊
か
な
米
子
市
の
風
景

等
を
投
影
し
ま
し
た
。



羽
田
便
と
、
新
千
歳
、
那
覇
の
各
便

の
就
航
も
計
画
さ
れ
る
な
ど
、益
々
、

山
陰
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
伸
び
行

く
空
路
の
よ
う
に
皆
さ
ん
も
大
き
く

羽
ば
た
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
色
々
と
困
難
な
こ
と
も
あ

る
、
社
会
の
変
化
も
急
で
す
。
そ
う

い
う
中
で
自
分
の
自
主
性
を
持
っ
て

自
分
の
力
で
将
来
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
成
人
の
皆
さ
ん
、
心
か
ら

お
め
で
と
う
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
大

人
と
し
て
、
世
界
の
た
め
、
米
子
の

た
め
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
お

願
い
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。」

平
成
26
年
成
人
式
記
念
感
想
文

　

成
人
式
の
記
念
行
事
と
し
て
募
集

し
た
記
念
感
想
文
に
は
、
学
生
や
社

会
人
30
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
次
の
４
作
品
を
入
賞
作

品
に
選
び
、式
典
で
表
彰
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

國く
に
な
が永
大だ

い
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん

　
「
ふ
る
さ
と
を
守
る
」

優
秀
賞　

北き
た
む
ら村

由ゆ

き

こ

貴
子
さ
ん

　
「
成
人
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て
」

入

選　

川か
わ
か
み上　

雅ま
さ
と人
さ
ん

　
「
感
謝
の
気
持
」

入

選　

石い
し
は
ら原　

慎し
ん
や也
さ
ん

　
「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
」

新
成
人
お
礼
と
誓
い
の
こ
と
ば

新
成
人
代
表

　
　

國
永
大
二
郎
さ
ん

　

今
日
、
私
た
ち
は
人
生
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

機
会
に
素
晴
ら
し
い
式
典
を
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
新
成
人
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
野
坂
市
長
を
は
じ
め
、
ご

来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
の
心
に
染
み
る

ご
祝
辞
、
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
故
郷
と
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
思
う
故
郷
と
は
、
一
生
の
う

ち
の
大
切
な
時
を
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
場
所
の
こ
と
で
す
。
私
に
と
っ

て
そ
の
故
郷
は
、
こ
の
鳥
取
で
す
。

　

私
の
尊
敬
す
る
元
鳥
取
県
知
事
の

石
破
二
朗
先
生
は
次
の
言
葉
を
残
し

ま
し
た
。「
私
は
鳥
取
県
人
で
あ
る
、

鳥
取
に
生
ま
れ
育
ち
、
そ
し
て
死
ぬ

の
で
あ
る
。
小
さ
く
と
も
我
が
県
は

鳥
取
県
で
あ
る
。」
私
は
こ
の
言
葉

に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
卒
業
ま
で
こ
の
米
子
の

地
で
育
ち
、
大
学
進
学
に
あ
た
り
現

在
、
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私

が
鳥
取
の
本
当
の
良
さ
に
気
づ
い

た
の
は
、
鳥
取
に
い
る
時
で
は
な

く
、
鳥
取
の
外
に
出
て
か
ら
で
す
。

故
郷
を
同
じ
く
す
る
人
と
出
会
い
、

異
郷
で
の
鳥
取
県
人
と
し
て
の
人

と
人
と
の
強
い
繋
が
り
が
、
こ
の
鳥

取
と
い
う
小
さ
な
共
同
体
の
何
よ

り
も
の
宝
物
で
す
。
こ
こ
ま
で
強
い

同
郷
意
識
は
都
会
の
出
身
の
人
に

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
小
さ

な
鳥
取
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
強

い
繋
が
り
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
私
た
ち
の
故
郷
、

鳥
取
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
鳥

取
は
日
本
で
最
も
人
口
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
、
深
刻
さ
を

増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
鳥
取

県
の
人
口
は
59
万
人
で
す
。
け
れ
ど

も
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究

所
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
今
か

ら
約
30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は

44
万
人
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
深
刻
な
こ
と
に
、
労

働
力
の
中
心
で
あ
る
15
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
は
36
万

人
か
ら
２
０
４
０
年
に
は
23
万
人

と
、
現
在
の
６
割
程
度
し
か
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
れ
は
非
常
に
問
題
で
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
働
き
盛
り
の
人

が
減
っ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
と
き

の
地
域
の
産
業
の
衰
退
を
も
た
ら

す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
で
家

庭
を
持
つ
人
が
減
る
、
つ
ま
り
、
そ

こ
で
育
つ
子
供
も
減
っ
て
い
く
こ

と
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
悪
循

環
が
続
い
て
い
く
と
、
将
来
的
に
も

よ
り
一
層
、
地
域
の
若
さ
は
ど
ん
ど

ん
失
わ
れ
、
地
方
の
活
力
も
ま
す
ま

す
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
衰
退
し

て
し
ま
っ
た
地
方
で
暮
ら
し
た
い

と
思
う
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
私
は
こ
の
故
郷
を
失
い

た
く
な
い
。
こ
の
故
郷
を
守
り
た

い
。

　

私
は
石
破
二
朗
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
方
々
の
鳥
取
を
守

り
た
い
と
思
う
気
持
ち
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
現
在
、
私
は
大
学
で

法
学
部
に
在
籍
し
、
法
律
学
や
政
治

学
、
地
方
自
治
を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
志
す
職
業
は
政
治
家

で
す
。
政
治
家
と
し
て
故
郷
を
守
っ

て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

鳥
取
に
生
ま
れ
、
鳥
取
で
育
ち
、

そ
し
て
、
鳥
取
の
た
め
に
尽
く
す
。

こ
の
鳥
取
を
次
の
世
代
、
さ
ら
に
次

の
次
の
世
代
に
も
繋
げ
て
い
き
た

い
。

　

今
、
こ
の
鳥
取
を
守
り
、
鳥
取
の

発
展
の
た
め
に
何
よ
り
も
必
要
な

も
の
は
、
私
た
ち
若
者
の
力
で
す
。

社
会
に
と
っ
て
若
者
は
必
要
不
可

欠
な「
人
財
」で
す
。「
人
財
」の「
財
」

と
い
う
文
字
は
、「
材
料
の
材
」
で

は
な
く
、「
財
産
の
財
」
で
す
。
若

者
は
社
会
に
と
っ
て
、
未
来
を
切
り

開
く
た
め
の
替
え
の
き
か
な
い
か

け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
私
た
ち

が
今
こ
そ
、
米
子
の
た
め
鳥
取
の
た

め
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

　

故
郷
を
守
り
、
そ
し
て
故
郷
を
創

る
。
私
た
ち
の
故
郷
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
を
誓
い
、
私
の
新
成
人
の
誓
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ほ
の
ま
る
（
向む

か

い井
登と

し

ひ

こ

志
彦
さ

ん
、
岡お

か

だ田
康や

す
ひ
で秀
さ
ん
）
ト
ー

ク
シ
ョ
ー

　

米
子
市
出
身
の
向
井
さ
ん
と

横
浜
市
出
身
の
岡
田
さ
ん
と
の

コ
ン
ビ
で
、
２
代
目
鳥
取
に
住

み
ま
す
芸
人
の
「
ほ
の
ま
る
」

に
よ
り
、
方
言
や
納
税
に
関
す

る
話
な
ど
、
米
子
や
成
人
に
ま

つ
わ
る
話
題
を
取
り
上
げ
た

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
な
い
、
新

成
人
へ
の
お
祝
い
と
激
励
を
行

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
人
式
ク
イ
ズ

　

実
行
委
員
と
「
ほ
の
ま
る
」

に
よ
っ
て
、
米
子
市
に
関
係
の

深
い
ク
イ
ズ
を
ス
ラ
イ
ド
で
投

影
し
、
会
場
も
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
郷
土
へ
の
関
心
を
深
め

ま
し
た
。



　
「
い
じ
め
を
な
く
そ
う
」　
　

み
と
め
合
う　

ち
が
い
は
だ
れ
に
も　

あ
る
も
の
だ

地区 担当区域 氏 名

啓

成

勝田町東・住之江 角田　次代
勝田町西・東山町 八幡　廣子
博労町１丁目 中島　勝子
博労町２丁目 山根　京子
博労町３丁目１区 濵田美代子
博労町３丁目２区 岩田　幸子
博労町４丁目 清水　美幸
糀町２丁目東・西 吉野　　立
角盤町１丁目上区 辻　　　聡
角盤町１丁目下区 高野由美子
角盤町２丁目 北出富士子
朝日町１区 安田　　亨
朝日町２区 坂本　昭伸
冨士見町 三代　　幸
冨士見町１丁目 山口　幸子
冨士見町２丁目 田村芙美子
日ノ出町・日ノ出町１丁目 國岡　綾子
錦町１丁目 板見美奈子
錦町２丁目１区 友松由加利
錦町２丁目２区 石田　倫義
米原３丁目 吉田磨千子
東福原 1丁目 長谷川澄子
主任児童委員 長谷　亜紀
主任児童委員 野口みどり

明

道

四日市町 川口　　寛
紺屋町 河原　園枝
法勝寺町 倉敷　和郎
糀町１丁目 岡空イク子
日野町 福原　　妙
万能町・弥生町 牧浦　幹雄
道笑町１丁目 住田百合子
道笑町２丁目 片岡　弘子
道笑町３丁目 安田　邦夫
道笑町４丁目 生田　章雄
昭和町 藤原　和子
陽田町 津村　幸作
長砂町（東） 森住喜代子
長砂町（西） 岡﨑　主税
主任児童委員 西村　賴枝
主任児童委員 河原美穂子

就

将

東倉吉町 藤森　昇一
西倉吉町 森　麻記子
中町 大原　文惠
西町 小原　稔枝
加茂町１丁目・クリーンピア 澤村　壽之
加茂町２丁目・久米町 大原　啓道
東町 伊藤　敏江
明治町・茶町 山口日佐子
末広町・塩町 内田　幸治
大工町・大工町住宅 福山能理子
愛宕町・祇園町１丁目・大谷町の一部 船越　佳子
祇園町２丁目の１ 上橋　俊子
祇園町２丁目の２ 森岡由美子
錦海町１丁目・３丁目 手島　仁美
錦海町２丁目 佐々木　茂
陰田町・陰田住宅 角　　眞一
大谷町の一部・大谷団地 清間　隆司
目久美町 中尾　亮一

地区 担当区域 氏 名
就
将
主任児童委員 高橋喜美子
主任児童委員 谷口　美紀

義

方

尾高町 永瀬　順子
岩倉町 山本　守夫
灘町１丁目 茅野　順子
灘町２丁目東 濵田　治子
灘町２丁目西 齊木　健一
灘町３丁目 赤沼　紀子
寺町 林　　　南
立町１丁目 飛田　安子
立町２丁目 小川佐榮子
立町３丁目 新宮　喜弘
立町４丁目 山本美智子
義方町・三旗町 原　　知志
天神町１丁目・２丁目 石原　和輝
花園町 米川　俊之
角盤町３丁目 永井　　建
角盤町４丁目 松田　博子
内町 杵村　純子
三本松１区１ 松本　澄夫
三本松１区２ 長田　　明
三本松２区 長谷川一恵
三本松３区・４区 岩谷　勝子
米原８区の１ 黒田　昌稔
米原８区の２ 板野　克彦
錦町３丁目 澤　　律子
旗ヶ崎１区１ 野口　真澄
旗ヶ崎１区２ 生田　雅彦
主任児童委員 寺﨑　淑子
主任児童委員 原田　幸代

住

吉

旗ヶ崎２区の１ 意東　昭子
旗ヶ崎２区の２ 小西登志子
旗ヶ崎３区東１ 岡村　淑恵
旗ヶ崎３区東２ 亀尾ひろみ
旗ヶ崎３区南１ 清水　典子
旗ヶ崎３区南２ 酒井　健二
旗ヶ崎３区北１ 谷島麟次郎
旗ヶ崎３区北２ 山城代利子
旗ヶ崎４区 遠藤　延彦
上後藤１区の１アルファステイツ 谷　　茂彰
上後藤１区の２ 藤井　協子
上後藤１区の３ 吉田　靖彦
上後藤２区の１ 福谷　武彦
上後藤２区の２ 大瀧万紗子
上後藤３区 藤原　　潔
上後藤４区 藤原　　修
安倍１区 谷口　幸子
安倍２区 潮　　　智
中ノ海１区 中村　豊彦
中ノ海２区 山下日出子
主任児童委員 吉野　弘美
主任児童委員 遠藤　尚子

加

茂

加茂１区 遠藤順一郎
加茂２区 大江　健一
加茂３区・３区上・３区中 田立　笑子
加茂４区・７区 宮崎　　勇
加茂５区上・５区東 櫻田　恭一
加茂 5区中・5区西・加茂住宅 築谷　士郎

地区 担当区域 氏 名

加
　
茂

加茂６区
合同宿舎・卸売住宅団地 中田　有彦
三柳団地１区・２区 景山　俊夫
三柳団地３区・４区 山本　佳子
浜河崎団地 杉山　厚子
三柳北 名越　光義
西皆生団地 村上美穂子
主任児童委員 永見　陽子
主任児童委員 鶴木真理子

河

崎

浜橋 湊　　早苗
御建 足村くるみ
伯母山 矢邉　篤子
四軒屋 岡田　信行
芝谷 芝田　修二
グリーンハイツ 来福　利夫
新田 遠藤　正夫
河崎南 小磯　保弘
河崎団地東 小池　博枝
河崎団地西 坪井　澄江
主任児童委員 笹鹿　啓子
主任児童委員 岸本　文也

車

尾

車尾2区・観音寺新町5丁目の一部・王子製紙社宅 光谷　明子
車尾3区・車尾4・5丁目・6丁目の一部 田中　　治
車尾4区南・車尾5丁目の一部・車尾南1丁目の一部 深田　陽子
車尾4区北・車尾3・4丁目・上福原の一部 深田　　修
車尾５区 角田　隆志
車尾６区 角田　晴一
車尾７区・中島2丁目の一部 稲垣　孝子
観音寺・戸上・観音寺新町2・4・5丁目の一部 山根　誠也
観音寺新町1・2・3丁目・車尾南1丁目 佐々木久美子
中島１丁目・上福原の一部 足立　演子
中島２丁目 井上　隆次
主任児童委員 辻谷　由美
主任児童委員 清水　久代

福
生
東

福生東１区・２区・３区 八田　　和
福生東４区 吉村　秀次
福生東５区 川上　忠春
福生東６区の１ 堀谷　　操
福生東６区の２ 竹本　　勲
福生東７区 安部　彰文
福生東８区 白根　勝樹
福生東９区 田中　武春
福生東10区 金田　孝子
福生東11区 濱田　幸子
福生東12区 元井　英子
福生東13区 佐々木淳子
福生東14区 福田由紀子
主任児童委員 陶山美智子
主任児童委員 牧田　栄子

福
生
西

福生西１区 伊藤　禮子
福生西２区の一部 浦木　瑞惠
福生西３区・４区 武田　幸治
福生西５区の一部 五丁　瑞橲
福生西５区の一部 福景　順一
福生西２区・６区の一部 八幡　明好
福生西６区 下村美樹惠
温泉１区 長尾　徳信
温泉２区 田村久美恵

民生委員・児童委員
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地区 担当区域 氏 名
福
生
西

温泉３区 梅原　洋司
主任児童委員 往西　千夏
主任児童委員 園元　宏子

福
米
東

東福原６丁目 岩佐　弘志
東福原７丁目１～７・８丁目１～９ 奥田　順子
東福原７丁目６～22・８丁目16・23・24・26・県営住宅 竹田　　彰
東福原８丁目10～22・25・28 井上　明子
東福原５丁目 藤本　　明
米原４丁目・６丁目 小笹　　慧
米原５丁目・７丁目 古杉　　修
米原８丁目・９丁目 相野　光壽
西福原１丁目・２丁目 河上むつ子
西福原３丁目１～５・４丁目１～６ 森口　　勇
西福原４丁目７～11・５丁目 安樂　弘子
東福原２丁目 政木　祐子
東福原３丁目１～９の一部・４丁目１～10 井上　史朗
東福原３丁目９の一部・４丁目11～22・西福原３丁目６～12 藤谷　幸郎
主任児童委員 井上　里美
主任児童委員 山本　博美

福
米
西

上谷１区 大東　憲正
上谷３区 安食　　修
下谷１区 森灘喜代政
下谷２区 大口　正男
下谷３区・４区 國尾　信子
新開東１区 種田　　進
新開東２区 髙橋　昭三
新開西１区 伊澤　達也
新開西３区 飯塚　美子
新開西３区 眞北　太志
主任児童委員 生林　　文
主任児童委員 湖山　真弓

彦

名

彦名１区 田中　隆志
彦名２区 亀井　昭夫
彦名３区・４区 吉岡　賢一
彦名５区・６区・12区 勝部　義高
彦名７区・８区・11区 井上由美子
彦名９区・９区の１・10区 遠澤　　操
彦名 13 区・14 区 山田　哲司
彦名 13 区・14 区 高木　　勉
主任児童委員 川﨑　範子
主任児童委員 山本　桂子

崎

津

崎津１区 関　美智子
崎津２区・３区 新納　勝美
崎津４区・５区 矢倉　檢治
崎津６区 友森　篤夫
崎津７区 内田　頼子
崎津８区・９区・10区 松田喜代枝
主任児童委員 吉岡　理一
主任児童委員 吉村万里子

大
篠
津

灘浜・旭が丘１区 森川　弘志
上口・山口・美保ヶ丘 本池　静夫
清和・灘口・旭が丘２区 山口由美子
御崎・立原 安田　哲美
主任児童委員 松本真奈美
主任児童委員 脇坂　志保

和
田

和田１区・２区・11区 安達　　紫
和田３区・４区・５区 安達　　優
和田６区・７区・10区 鎌澤　憲雄

地区 担当区域 氏 名
和
田

和田８区・９区 大前　恭子
主任児童委員 松本美智子
主任児童委員 西井　　通

富

益

上新田・下新田・西新田 古藤　龍生
西中・北口 内田　理恵
南口 黒須　治美
上部 藤原　マリ
川上１ 林　　正範
川上２ 齊藤　雪枝
上中 木村　靜子
中村・下中 松本　清子
主任児童委員 足立　京子
主任児童委員 足立美佐子

夜

見

夜見１区 青砥　睦彦
夜見２区（3～6,8,11,12,14,18,19,22 班） 佐藤美紀子
夜見２区（1,2,7,9,10,13,15～17,20～24班） 森川　純二
夜見３区（1,2,3,7,11～16班） 矢倉　敏文
夜見３区（4,5,6,8,9,10班） 福井　良子
夜見４区・５区 桑垣　雄治
夜見６区 末吉　睦子
主任児童委員 村松眞佐美
主任児童委員 松本知砂江

成

実

石井（5,6班を除く） 生田　藤代
奥谷・石井（5,6班） 長谷川義雄
美吉１区・２区 瀬山　純一
奈喜良・橋本・吉谷（1区5班）林谷　友子
新山・古市・吉谷（1区5班を除く）伊藤　英照
宗像・日原１区・２区・グリーンヒルズ日原 道面美周恵
富士見ヶ丘・宗像ニュータウン 勝部　安正
主任児童委員 井上かおり
主任児童委員 藤定　磯美

五
千
石

諏訪 仲田　知人
八幡 相見　澄代
福市１区・２区・７区 髙田　　篤
福市３区・４区 秋鹿芙美子
福市５区・６区・９区・11区 山本　雄三
福市８区・10区 大森　計吉
主任児童委員 田邊　敏顯
主任児童委員 田子としこ

尚

徳

青木・尚徳青木団地・大袋 長谷川周一
実久・大谷・榎原グリーンハイツ 上田　幹子
青木谷・兼久・茶屋・桜台ハイツ 谷本　保子
別所・上安曇・下安曇 田子　章臣
主任児童委員 岡　　年春
主任児童委員 鷲見　道子

永

江

永江１区・５区 須山　耕市
永江２区 杉村　利子
永江３区・５区 中井　　大
永江４区・雇用促進住宅 根立　弘之
永江６区・７区 福原勢津子
主任児童委員 西川　明美
主任児童委員 寺井　里香

春
日
一部・赤井手・上赤井手 石上　明史
豊田・十日市 石田　嘉重

地区 担当区域 氏 名

春
日

水浜・東八幡・高島 幡原　照雄
上新印・下新印 中原みゆき
主任児童委員 田後　良文
主任児童委員 益田　智惠

巌

吉岡 西村　　健
上蚊屋・浦津 景山　陽子
熊党 繪原　香織
西蚊屋・サンライズ蚊屋 塚田　文明
今在家・東蚊屋 黒田紀美江
二本木・二本木東・箕・海川 妹田　次夫
主任児童委員 俵　　則子
主任児童委員 黒田美万子

大

高

岡成・米子ハイツ・新良路 舩越　久人
上泉・下泉 武部　　肇
上市場・下市場・小市場・榎小路 吉下太佳惠
上市・新市・大本坊・リーフルタウン 中澤　正則
前田・アイリスタウン 島本ミサ子
下郷・ヴィラ大山 中原　美史
石田・城園ハイツ・浅山・花見ヶ丘 石田　博実
主任児童委員 村本智恵子
主任児童委員 山関　佳子

県

日下・石垣 番原　義美
中福万・下福万・緑ケ丘 中曽登志子
栄・上福万・みなみ・河原・朝日ヶ丘・石州府・五ツ分 野坂　英子
清水ヶ丘 山本　義憲
河岡・蛍ヶ丘・夏梅・あすなろ 後藤　康之
緑ヶ丘グリーンハイツ１ 平野　都子
緑ヶ丘グリーンハイツ２ 中村　元治
主任児童委員 山下美代子
主任児童委員 森田　壽子

淀

江

今津・今津グリーンタウン 大田　　勝
１区・１区２ 松本　美子
２区・３区１ 橋本　愼一
３区２・５区２ 鴨田啓一郎
４区１，２・５区１・６区１，２ 國頭　徹夫
７区 山内　　弘
８区 田中　重成
９区 吉岡　正博
10区１，２ 安野千賀子
11区浜・五軒屋・坪上・塩川 安江　昌史
北尾・上淀・稲吉 田牧　伸人
高井谷・中西尾・富繁・福井 森田　康博
本宮・西尾原・福平・宝ヶ瀬 田中　都子
佐陀１部・佐陀２部 長谷川宣夫
佐陀３部・桜台 山本　逸朗
佐陀浜・佐陀北浜 渡邉　睦夫
佐陀新田・沖新田 長瀬実知子
ニューやまと 池田　宣行
亀甲・新道・中間・中間インターハイツ 大村　　誠
小波浜・小波上 林原　俊夫
主任児童委員 松原　郁子
主任児童委員 黒田　昌幸

民生委員・児童委員 　平成28年11月までお世話になる民生委員・児童
委員が決まりましたのでお知らせします。
　民生委員・児童委員は、民生委員法および児童福
祉法に定められており、厚生労働大臣に委嘱され、
ボランティアとして、一定の担当地区を受け持ち、
地域や関係する機関との連携をとりながら、高齢
者の介護に関すること、子育てに関すること、健康・
医療に関することなどの相談・支援をされていま
す。

■問合せ　長寿社会課（☎２３－５５４１）

（敬称略）



　たくさんのご応募ありがとうございました。全応募作品は、イオン米子駅前店４階「男女共同参画センター“かぷりあ”」
に展示します。また、平成26年度の「米子市ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド」や「広報よなご」の
12P ～ 15P 端にも一部掲載いたします。　　　　　　　　　　　　■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９）
■一般応募作品　（順不同）

作 品 作 品
家事全般育児もできるのが男 「できたよね」　共に喜ぶ　見守りの日々
主婦と主夫　かわりばんこも　乙なもの これからも　みんなが主役の　すごい街
米子の男女よ手を取り合って働こう 人として分け隔てなく認め合い　助け合いながらゆっくり歩もう
共稼ぎ　家事も一緒に　汗流し あなたはあなた私は私　世界に一人の自分を喜ぼう感謝しよう
認め合い　協力し合う　夫婦愛 自分を好きになろう　あなたのかわりはどこにもいない
社会から　排除しようよ　男女の差 地球を残そう未来の人に　あなたの少しの配慮が未来をつなぐ
意味のない　男女差別は　即消去 あなたも素敵私もステキ　共に学ぼう未来に向かって
足して 2 で割って生かそう男女の相違点 あいさつを交わして繋がる　人と人の咲顔
分け隔て　せずに男女の　分かち合い 男女共同参画社会 =「ここで子供を育てたい」と思える社会
男女とも同じ人間じゃあないか 男性の　バスガイドさん　見てみたい
くんでもなく　ちゃんでもなくて　さんがすき それぞれを　活かし支えて　いい社会
男女の差いつでもどこでもバリアフリー すぐ実践　男女共同　未来指向
あなたと私絆が結ぶ信頼と思いやり 支え合い　男女共同　普通の日
赤い糸　結んで走る　二人三脚 障壁は　心の中の　性区分
男女　生まれながらにして　席を同じゅうす 当たり前　男女共同　無意識化
ヨネギーズ　みたいに男女で　支え愛 子々孫々　男女共同　新時代
お互いを尊重し合う愛と信頼 まず一歩　互いの気持ちに　歩み寄り
思いやり　心で会話　米子町 意志決定　家庭で地域で　自ずから
そろそろ自慢できる社会へ 許せる心が　平和の一歩となる　対話で開く心あり
出会う国　出雲の神が　仲人に 子育てと　いいつつ親も　共に育ちゆく
候補者に　ぽつんぽつんと　女性あり 定年後　妻が上司で　主夫見習い
議席数　男女比見れば　わかる市政 参画を　担うはあなた　担当大臣
ホンソゴと　呼ばれる男性　まだ健在 参画の　一人歩きに　寄り添おう
姑が　いるうち天下の　わが夫 夫婦して　ハンドクリーム　共に塗る
家庭科の　問題スラスラ　解く息子 男女の協力、いつでもどこででも
共学に　なって広がる　未来かな 豊かな社会の決め手は男女間の協力
文化祭　男子が作って　女子が売る 思いやり　相手があるから　出来ること
弁当を　女子は作って　当たり前 いつのまに　性別超えて　楽しいな
同じこと　しても男子は　褒められる いい資格男女参画まる夫婦
母親を　見ればわかると　子を定め 女性と　男性つなぐ　心の輪
姑の　介護を他人の　嫁がする 協働へ　仕事と家庭の　両立を
神仏に　母の健康　願う父 これからは　家庭と仕事　バランスよく
女性にも門戸を開くは世の流れ 少子化に　手を取り合って　立ち向かう
主夫はシェフ　シェフは主婦なり　一つ屋根 きっかけの　変わるチャンス　今ここに
誇りです　父母が笑顔で働く　ぼくのまち ハーモニー　自分と社会が　つながって
断女？いえ、男助です、男女共同参画社会 ハッピーな☆バランスがいい☆共同参画
仕事でも　押しが強いよ　女性陣 役割を　固定化しない　そうさせない
最近は　愛夫弁当　持ってくる 調和する　ライフもワークも　充実社会

「違い」は「個性」話し合って認め合って　応援し合って　笑顔で　「ありがとう」　
男も女も皆一緒できる人ができることをするそれが支え合う社会を作る
男だから女だからはありません。でもあなたを思いやることは忘れません。助け合うことは忘れません。あなたを素
直に認めます。あなたと気持ちをわかちあいます。私が変わればあなたも変わる。あなたの喜びは私の喜び あなたの
悲しみは私の悲しみ。自分を思う人がいることの幸せを感じ あなたと私と手を携え生きていこう。

■小学生作品
お母さん　家でも仕事をたくさん　ありがとう ありがとう　みんなに言われて　うれしいね
家庭での　仕事を　男女に分けないで 家族でも　男女差別は　やめましょう
男性が　女性の仕事を　してもいい

■企業応募作品（イワタ建設株式会社）
相手の気持ち　思いやるやさしさを 輝く会社　家事に理解の　有る会社
子育ても　男女の格差　無しにして 家事の事　会社も協力　がんばろう
だれ決めた家事は女の仕事だと！ うちの炊事は　当番制
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既存住宅の改修による固定資産税減額制度のお知らせ
　既存住宅の改修に伴う固定資産税の減額措置には、次の３つの制度があります。
①耐震改修に伴う固定資産税の減額措置

昭和57年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした耐震改修が行なわれ
た場合、翌年度分の税額を２分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
②熱損失防止改修に伴う固定資産税の減額措置

平成20年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした熱損失防止改修が行
なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
③バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置

平成19年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たしたバリアフリー改修が
行なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積100㎡分までを限度）します。

いずれの制度をご利用される場合でも、改修工事完了後３か月以内に手続きする必要があ
ります。くわしくは、固定資産税課家屋償却資産係（☎２３－５１１６）におたずねください。

公の施設の指定管理者を指定しました
　米子市は、平成18年４月から公の施設に指定管理者制度を導入し、現在59の施設に制度を適用しています。平成26年４
月からは、指定期間が満了する「米子国際会議場」「米子駅前地下駐車場等」について新たに指定管理者を指定します。
　「指定管理者制度」とは、市が指定した民間事業者、ＮＰＯ法人、ボランティア団体などに、公の施設の管理を行なわせ
る制度です。
　米子市では、この制度を適用する公の施設の指定管理者の候補者を11月に選定し、市議会12月定例会での議決を経て、
指定管理者を指定しましたのでお知らせします。
　指定管理者による施設管理にあたっては、施設における基本的なサービス水準の維持・向上が図られるよう指定管理者
を指導・監督し、これまで以上に効果的で効率的な施設管理に努めていくこととしています。

施設の名称 指定管理者の名称・所在地 指定の期間 担当課

米子国際会議場 公益財団法人とっとりコンベンションビューロー
米子市末広町２９４ ５年 観光課（☎２３－５２１３）

米子駅前地下駐車場
米子駅前地下駐輪場
米子市万能町駐車場

星光ビル管理株式会社
大阪府大阪市中央区伏見町４－４－１ ３年 建設企画課（☎２３－５２４４）

※くわしくは、各施設の担当課にお問い合わせください。

平成24年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要
　平成24年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が62億4,664万円、歳出総額が61億8,707万
円となり、歳入から歳出を差し引いた5,957万円は翌年度に繰り越しました。

※表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
■問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課（☎２２－７７２２）

歳入区分 決算額
分担金および負担金 51億2,267万円
使用料および手数料 5,161万円
国 庫 支 出 金 1億2,339万円
県 支 出 金 859万円
財 産 収 入 528万円
繰 入 金 3億2,957万円
繰 越 金 5,544万円
諸 収 入 9,649万円
組 合 債 4億5,360万円
合 計 62億4,664万円

歳出区分 決算額
議 会 費 59万円
総 務 費 １億9,324万円
民 生 費 9,327万円
衛 生 費 17億7,323万円
消 防 費 35億4,396万円
教 育 費 352万円
公 債 費 5億7,925万円
合 計 61億8,707万円

市町村別の内訳は次のとおりです。

米 子 市 27億5,742万円
境 港 市 6億8,731万円
日 吉 津 村 1億1,707万円
大 山 町 4億7,080万円
南 部 町 3億2,787万円
伯 耆 町 3億3,780万円
日 南 町 1億7,298万円
日 野 町 1億3,012万円
江 府 町 1億2,131万円

防災行政無線による
消防団召集サイレンに
関 す る お 知 ら せ

　火災の発生等で消防団を召
集する必要がある場合、各地
域ごとに防災行政無線のサイ
レンを鳴らします。
　深夜、早朝などには相当な
音になりますが、消防団員の
緊急招集のためですので、ご
理解とご協力をお願いします。
■問合せ　 防 災 安 全 課（ ☎
２３－５３３７）



―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

『
な
り
す
ま
し
』
に
つ
い
て
―

　
『
な
り
す
ま
し
』
と
言
え
ば
、
電
話

を
受
け
た
人
の
子
ど
も
や
孫
に
な
り
す

ま
し
て
銀
行
口
座
な
ど
へ
送
金
を
さ
せ

る
〝
振
り
込
め
詐
欺
”
事
件
が
起
こ
っ

て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。◇　

　

◇　
　

◇　
　

◇

　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世

界
で
も
、『
な
り
す
ま
し
』
に
よ
る
個

人
情
報
や
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
に
よ

り
、
公
表
さ
れ
た
方
や
誹
謗
中
傷
さ
れ

た
方
が
深
く
傷
つ
く
事
件
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
『
な
り
す
ま
し
』

は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
架
空
の
も
の

な
ど
に
変
更
し
て
送
信
す
る
も
の
で
、

そ
の
た
め
、
送
信
者
が
特
定
で
き
ず
、

迷
惑
メ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
な
り
す
ま

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
心
当
た
り
の
あ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
で
も
内
容
が
怪
し
い
も
の
に
は
注
意

が
必
要
で
、
簡
単
に
信
じ
込
ん
で
返
信

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
迷
惑
メ
ー
ル
が
大
量
に
届
く

場
合
に
は
、
受
信
・
拒
否
設
定
や
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
な
ど
の
機
能
を
利

用
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、

誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
『
な
り

す
ま
し
』
に
よ
る
被
害
者
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、

「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」
や
「
名

誉
毀き

損
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
責
任
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
等
に
基
づ
き
、
書
き
込
み
さ
れ

た
サ
イ
ト
の
管
理
者
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
に

対
し
て
改
善
の
要
求
が
で
き
ま
す
。
改

善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
務
局
や
警
察

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て
　　
　

拉
致
は
一
瞬
に
し
て
家
族
の
一
員
を
失
い
、
そ
の
悲
し
み
と
怒
り
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
す
。
早
期
解
決
を
切
に
願
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

植 田 正 治　《 自 写 像 》
　本作は、植田が鳥取県立米子中学（現：米子東高等学校）５年
生、18歳の時に撮影したセルフポートレートで、植田が本格的
に写真に取り組み始めた頃の大変貴重な作品です。カメラ雑誌や
写真機材に囲まれて、学生服に学生帽姿の植田が「BEICHU　
cameraman　CLUB」のロゴと共に神妙な面持ちで写ってい
ます。植田が手に構えているドイツ製の蛇腹カメラはテッサー
F4.5のレンズがついたピコレット（ベスト判）という、少年時
代から夢であった東京の美術学校への進学をあきらめる代わりに
手に入れた、当時サラリーマンの初任給が30円位の時に75円
だった、大変高価なものです。
　本作品は２月９日（日）から３月16日（日）まで開催の小企
画展「生誕100年記念　植田正治展」でご覧いただけます。
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民
健
康
保
険
料
等
の
徴
収

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
を
有
す
る
方

採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

試
験
日
・
科
目　

22
日
㈯
・
教
養
、

面
接

申
込
受
付
期
間　

１
月
31
日
㈮
～

13
日
㈭
（
当
日
必
着
）
※
指
定
の

受
験
申
込
書
を
保
険
年
金
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
合
せ　

保
険
年
金
課
（
☎
23
―

５
１
２
４
）

　

な
か
よ
し
学
級
指
導
員
（
非
常

勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数　

な
か
よ
し
学

級
指
導
員
・
８
人
程
度

職
務
内
容　

小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
そ

の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、

合
わ
せ
て
遊
び
、
運
動
等
を
指
導

し
ま
す
。

試
験
日
・
科
目　

22
日
㈯
・
教
養
、

作
文
、
面
接

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

採
用
予
定
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

受
付
期
間　

１
月
31
日
㈮
～
２
月

13
日
㈭

※
く
わ
し
く
は
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ　

こ

ど
も
未
来
課
（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
希
望

業
者
を
募
集
し
ま
す

　

一
般
財
団
法
人
米
子
市
学
校
給

食
会
で
は
、
平
成
26
年
度
の
学
校

給
食
用
物
資
の
納
入
希
望
業
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

購
入
物
資（
各
品
目
ご
と
に
募
集
）

●
野
菜
類
●
果
物
類
●
調
味
料
類

●
乾
物
類
●
麺
類
●
食
肉
（
お
よ

び
そ
の
加
工
品
）
●
練
製
品
●
豆

製
品
●
卵
類
●
油
脂
類
●
缶
詰
類

●
冷
凍
食
品
●
魚
介
類
●
乳
類
●

　

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す

　

米
子
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
米
子
市
立
保
育
園
ま
た
は
あ

か
し
や
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
）
に
勤
務
し
て
い
た
だ
く
臨

時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数　

保
育
士
（
臨

時
職
員
）・
20
人
程
度
（
募
集
人

数
に
達
す
る
ま
で
受
付
け
ま
す
。）

職
務
内
容　

市
立
保
育
園
ま
た
は

あ
か
し
や
に
勤
務
し
、
保
育
業
務

に
従
事
し
ま
す
。

賃
金　

日
額
７
１
８
０
円
（
ク
ラ

ス
担
任
は
、
日
額
２
７
０
円
を
加

算
し
ま
す
。）

勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
、
週
38
時
間
45
分
（
１

時
間
程
度
の
早
出
・
遅
出
勤
務
も

あ
り
ま
す
。）

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30

日
（
諸
条
件
に
よ
り
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
更
新
し
ま
す
。）

応
募
方
法　

履
歴
書（
余
白
に「
平

成
26
年
４
月
以
降
希
望
分
」
と
記

載
）
と
資
格
証
の
写
し
を
こ
ど
も

未
来
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
勤
務

い
た
だ
け
る
保
育
士
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
23

―
５
１
７
７
）

み
ん
な
の
力
で
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

く
ら
し
の情

報

も
や
し
●
こ
ん
に
ゃ
く

申
込
期
間　

20
日
㈭
～
28
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法

人　

米
子
市
学
校
給
食
会
（
大

谷
町
28
番
地
８ 

（
米
子
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
内
））（
☎
37
―

３
０
０
５
）

※
提
出
書
類
な
ど
く
わ
し
く
は
、

一
般
財
団
法
人
米
子
市
学
校
給
食

会
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
自
衛
官
募
集

○
予
備
自
衛
官
補
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

未
経
験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採

用
し
、
普
段
社
会
人
、
学
生
等
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し

な
が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経

た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

し
ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
般
公
募

教
育
期
間　

３
年
間
で
合
計
50
日

（
合
計
４
０
０
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

▼
技
能
公
募

教
育
期
間　

２
年
間
で
合
計
10
日

（
合
計
80
時
間
の
履
修
）

応
募
資
格　

多
種
に
わ
た
る
た
め

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

い
ず
れ
も
１
月
８
日

㈬
～
４
月
２
日
㈬



試
験
日　

４
月
11
日
㈮
～
15
日
㈫

の
い
ず
れ
か
１
日

○
幹
部
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
幹
部
候
補
生
と
は
、
一

般
大
学
等
出
身
の
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
と
し
て
採
用
後
、
一
定
期
間

の
教
育
を
受
け
た
後
、
幹
部
自
衛

官
に
な
り
ま
す
。「
一
般
幹
部
候

補
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
。）」

「
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
」「
医
科
・

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
」
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈯
～
４
月

25
日
㈮

試
験
日

５
月
10
日
㈯　

筆
記
試
験

５
月
11
日
㈰　

筆
記
式
操
縦
適
性

検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

と
き　

８
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館
２
階

研
修
室

テ
ー
マ　
「
地
域
社
会
と
商
業
」

講
師　

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授　

千ち

ば葉
雄ゆ

う
じ二
さ
ん

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
環
境
大
学

西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
23
―
１
３
１
１
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
34
回
）

と
き　

20
日
㈭　

午
後
２
時
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
我
が
家
で
自
分
ら
し

く
生
き
、
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

―
在
宅
医
療
と
は
―
」

講
師　

鳥
取
県
西
部
医
師
会
副
会

長
（
広
報
担
当
）　

神か
ん

鳥ど
り

高た
か
よ世
さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
鳥

取
県
西
部
医
師
会
（
☎
34
―

６
２
５
１
）

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

○
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

と
き　

９
日
㈰　

午
前
８
時
30

分
・
米
子
市
役
所
集
合

行
き
先　

加
茂
公
民
館
（
行
程
約

８
㎞
）
～
米
子
市
役
所
解
散

○
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

と
き　

３
月
９
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
・
米
子
市
役
所
集
合

行
き
先　

チ
ュ
ウ
ブ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

ス
タ
ジ
ア
ム
（
行
程
約
８
㎞
）
～

米
子
市
役
所
解
散

※
い
ず
れ
も
参
加
申
込
は
不
要
で

す
が
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
は
予
約
が
必

要
（
レ
ン
タ
ル
料
５
０
０
円
）
で

す
。
申
込
先
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
鳥
取
県
西
部
支
部
（
☎

32
―
３
６
０
１
）

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

助
け
合
う　

そ
れ
が
常
識　

人
の
道　
　
　

一
般
応
募
作
品

　

地
域
社
会
で
は
、
買
い
物
が
難
し
い

高
齢
者
や
働
く
女
性
が
増
加
し
つ
つ
あ

り
、
こ
れ
に
伴
い
通
信
販
売
や
ネ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
の
急
速
な
普
及
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
講
座
で
は
こ
う
し
た
実
態
を

利
用
者
、
供
給
者
、
統
計
等
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
、
地
域
と
商
業
の
新
た
な

方
向
性
を
解
説
し
ま
す
。

　

高
齢
者
は
大
き
な
病
気
で
入
院
す
る

と
「
も
う
こ
れ
で
自
宅
に
は
帰
れ
な
い
」

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
「
在
宅
医
療
」
が
、

我
が
家
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

な
が
ら
の
療
養
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
医
療
と
介
護
の
連

携
で
自
宅
が
病
室
に
早
変
わ
り
！
「
死

ぬ
の
は
家
が
い
い
」
と
い
う
想
い
も
叶

え
ら
れ
ま
す
。「
在
宅
医
療
と
は
」･･･

も
っ
と
く
わ
し
く
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

北方領土返還要求運動
鳥取県民大会が
開催されます

　北方領土問題に対する県民の
理解と認識を深めようと、「北方
領土返還要求運動鳥取県民大会」
が開催されます。
■とき　８日（土）午後１時～４時
■ところ　米子市福祉保健総合
センター（ふれあいの里）大会議
室
■主催・問合せ
北方領土返還要求運動鳥取県民
会議事務局：鳥取県地域振興部
地域振興課内（☎０８５７－２６－
７１７０）
２月７日は「北方領土の日」です。
私たちが領土問題を正しく理解
し、関心を持つことが大切です。
入場無料です。ぜひご参加くだ
さい。

軽自動車・原動機付自転車　３月末までに廃車の手続きを
　軽自動車や原動機付自転車は、すでに使わなくなったり、放置や廃棄処分、譲渡を
されている場合でも、廃車の届出をされていないと、平成26年度以降も軽自動車税が
課税されます。届出がまだの方は、３月末までに手続きをしてください。
●原動機付自転車（125cc 以下のオートバイ）・農耕作業車・小型特殊作業車の届出
は・・・市民税課（☎２３－５１１１）、淀江支所地域生活課（☎５６－３１１４）
●軽自動車の届出は・・・軽自動車検査協会鳥取事務所（鳥取市安長77番地１　☎
０８５７－２８－７００１）
●軽二輪（125ccを超え250cc 以下のオートバイ）の届出は・・・鳥取県軽自動
車協会（鳥取市安長77番地３　☎０８５７－２８－７０２１）
●二輪の小型自動車（250ccを超えるオートバイ）の届出は・・・鳥取運輸支局（鳥
取市丸山町224番地　☎０８５７－２２－４１５４）

農耕作業車・小型特殊作業車は登録が必要です
　トラクター・乗用装置付きのコンバインなどの農耕作業車や、フォークリフトなど
の小型特殊作業車は、道路を走らなくても、ナンバープレートを付けなくてはなりま
せん。ナンバープレートを付けていない方は、市民税課または、淀江支所地域生活課
で登録の手続きをしてください。
■登録に必要なもの　販売証明書（車名・車体番号・型式認定番号・総排気量の記載
があるもの）、印章（ゴム印・スタンプ印を除く。）
■問合せ　市民税課（☎２３－５１１１）、淀江支所地域生活課（☎５６－３１１４）
※軽自動車等の登録、廃車等変更があった場合、納税義務者から軽自動車税申告書の
提出が必要です。



家
事
育
児　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の　

笛
が
な
る　
　
　

一
般
応
募
作
品

市民課窓口の混雑緩和にご協力を
　３月・４月は、住民異動等の手続きが集中することから、市民課窓口（本
庁１階）が大変込み合います。（手続きによっては、1時間程度お待ちいただ
くことがあります。）次の窓口などをご利用いただくことで、混雑が緩和され、
待ち時間も少なくなりますので、ご利用いただきますようお願いします。
■淀江支所地域生活課（淀江支所１階）（☎５６－３１１４・３１１５）
■行政窓口サービスセンター（市役所第２庁舎１階・市役所有料駐車場向か
い）（☎３９－０２２２）
　土・日曜日（祝日を除く。）に証明発行業務を行なっています。住民票の写
し、印鑑証明書などの証明書が必要な方はご利用ください。※印鑑の登録、
住民異動届は取り扱いしていません。
■公民館（問合せ　市民課庶務係（☎２３－５１４１））
　市内各公民館（啓成、明道、就将、義方、淀江公民館、大和分館、宇田川
分館を除く。）で住民票など各種証明書の発行取次を行なっています。証明
書の受け取りは、翌開館日（午後３時30分以降受付分は翌々開館日）となり
ますが、お近くの公民館で証明書の請求および受け取りができますのでご利
用ください。
■市民税課窓口（本庁舎２階）（☎２３－５１１１）
　所得・課税証明書、資産証明書のみの場合はご利用ください。
●それぞれの窓口等で発行できる証明・お受けできる手続きは次の一覧のとおりです。

【市民課窓口以外の窓口で発行できる証明・お受けできる手続き一覧】
区分（市民課窓口で取り扱いしているもの） 淀江支所 行政窓口

サービスセンター 公民館 市民税課

住民票の写しの発行（※１ 住民票コード入り不可） ○ ○ ○※１ ×

住民異動届（転入・転出・転居など）の手続き
（※２ 外国人の方、住基カードによる手続き⇒市民課窓口のみ）

○※２ × ○※２ ×

住基カードの発行（市民課窓口のみ） × × × ×
電子証明書の発行（市民課窓口のみ） × × × ×
住民票記載事項証明の発行 ○ ○ ○ ×
年金受給者現況届の証明 ○ ○ ○ ×
印鑑登録証明書の発行 ○ ○ ○ ×
印鑑登録の手続き ○ × × ×
戸籍および除籍に関する証明書の発行 ○ ○ ○ ×
戸籍の附票の写しの発行（※３ 戸籍電算化以後のものに限る。） ○ ○※３ ○ ×
身分証明書の発行 ○ ○ ○ ×
所得・課税証明書の発行 ○ ○ ○ ○
資産証明書の発行 ○ ○ ○ ○
臨時運行許可証の発行（市民課窓口のみ） × × × ×
■問合せ　それぞれの窓口等または市民課（☎２３－５１４４）

消防団員を募集しています
　消防団員は、地域に密着した防災リーダーとして、「自
分のまちは、自分たちで守る」という精神に基づき、地
域の安心と安全を守るために活躍しています。団員の年
齢層は幅広く、様々な職種の人が本業を持ちながら参加
し、消火活動、予防広報活動および応急手当の指導等を
行なっています。安全・安心のまちづくりのために、あ
なたも消防団員として活動してみませんか。
■入団資格　・市内に在住、在勤または在学している方
　　　　　　・18歳以上の健康な方
■問合せ　防災安全課地域安全係（☎２３－５３３８）

宝くじの助成金で整備しました
　米子市消防団は、災害時の通信手段として特定小電力トラ
ンシーバー60個と充電器セット28個を配備しました。これは、
（財）自治総合センター所管のコミュニティ助成事業により整
備されたものです。
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米子市男女共同参画センター“かぷりあ”
第10回かぷりあ祭　一人ひとりのステキな出会いが大きなパワーへ

　米子市男女共同参画センター“かぷりあ”は男女共同参画社会の実現に向けた活動の拠点としてイオン米子駅前店４階に
開設されています。その“かぷりあ”に登録している団体が中心となって、年に一度「かぷりあ祭」というお祭りを開催
しています。
　今回の「かぷりあ祭」のテーマは「笑顔」です。この祭りに参加していただいた人が、みんな笑顔で楽しく過ごしてい
ただけるよう、さまざまな企画を用意しています。皆さん、お誘い合わせのうえぜひお出かけください。
■と き　３月２日（日）午前10時～午後４時
■ところ　第１会場：米子市文化ホール　イベントホール他
　　　　　第２会場：男女共同参画センター“かぷりあ”（イオン米子駅前店４階）

▼文化ホール　イベントホール　
・かぷりあ登録団体によるバンド演奏、合唱、太極拳、ミュージカルなど　・藻

も た に

谷浩
こうすけ

介さん講演会（かぷりあ祭10周年記
念講演）　・マジシャンハマー（境港市出身）のマジックショー　・豪華景品が当たる抽選会

▼文化ホール　オープンスペース等
　食事コーナー（おこわ、炊き込みご飯、豚汁など）、喫茶、手作り作品販売、バザー、お茶席（抹茶）など

▼男女共同参画センター“かぷりあ”　
・生け花展示、折り紙作り、お手玉作成・販売、ハンドマッサージ、行政相談、認知症相談など
・かぷりあ登録団体活動紹介パネル展示（２日（日）～９日（日））

かぷりあ祭10周年記念講演
「笑顔が広がる まちづくりの秘訣」～米子の未来をつくる 男女共同参画～

■と き　３月２日（日）午後１時30分～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール（かぷりあ祭会場）
■講 師　株式会社日本総合研究所調査部主席研究員　藻

も た に

谷浩
こうすけ

介さん
　地域を活性化するために必要なことなどについて、豊富なデータに基づいた講演を全国各地で行ない、
またテレビ番組でコメンテーターとしても活躍されている藻谷さんに、男女共同参画を交えたわかりやす
い視点からまちづくりについて講演をしていただきます。ぜひご来場ください。
※入場は無料ですが、事前申込が必要です。（定員170人）
■申込・問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、ＦＡＸ３７－３１８４、Ｅメール：danjyo@city.yonago.lg.jp）

　　平成 25 年度　第４回しゃべって未来や

遺伝する「がん」しない「がん」
～家系図を使って家族、子孫の健康管理～

　２人に１人はがんになる時代と言われています。がんは遺伝的
に本当に心配しなければならないのか、遺伝するのであればど
う対処すべきか、また、遺伝について正しい知識や、子どもた
ちに伝えたい健康管理のための家系図の作り方などを教えてい
ただきます。
■と き　22日（土）午後２時～４時
■ところ　米子市男女共同参画センター　かぷりあ（イオン米子

駅前店４階）
■講 師　鳥取大学医学部附属病院・認定遺伝カウンセラー　

中
なかがわ

川奈
な お こ

保子さん
■定 員　40人程度（要申込、参加費無料）　※託児なし
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、ＦＡＸ３７－

３１８４、Ｅメール：danjyo@ city.yonago.lg.jp）
講師プロフィール
平成４年３月同志社大学文学部英文学科卒業
平成20年４月京都大学大学院医学研究科　
遺伝カウンセラーコース入学
平成22年３月同課程修了（社会健康医学修士）
平成22年12月認定遺伝カウンセラー資格取得
平成24年７月鳥取大学医学部附属病院
次世代高度医療推進センター
遺伝子診療科　特命助教

平成25年度

米子人生大学特別講座
　どなたでも受講できます。お誘い合わせのうえ、お
気軽にお出かけください。

と き 内 容

第
１
回

２月24日（月）
午後１時30分

～３時

「薬と上手に付き合って、元気に
過ごそう」
講師：鳥取大学医学部薬物治療学
　薬物療法内科教授
　長

は せ が わ

谷川純
じゅんいち

一さん

第
２
回

３月10日（月）
午後１時30分

～３時

「米子のちから　彫刻ロード」
－彫刻シンポジウムのあゆみと文
化のこれから－
講師：作家　松

まつもと

本薫
かおる

さん

第
３
回

３月24日（月）
午後１時30分

～３時

「歌って楽しくリフレッシュ」
講師：よなご童謡の会
　会員　山

やまいし

石ひろ子
こ

さん
　伴奏　松

まつばら

原真
ま り こ

理子さん

■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの
里）大会議室
※受講料無料、申込不要、とっとり県民カレッジ連携
講座
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日（月）、３
月10日（月）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階相談室／問
人権政策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米子支局（☎
２２－６１６１）では、毎日人権相談に応じています。

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員が相談
に応じます。予約不要。 ▼ 10日（月）、28日（金）、３月10日

（月）／市役所本庁舎４階402会議室。いずれも午後１時～４時
／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・ヤミ金融等相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等が無料
で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 13日（木）午後１時
30分～４時／米子コンベンションセンター／毎月開催／問鳥
取県西部消費生活相談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活
相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日午前８時
30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁舎１階）／問米
子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費者金融
などについて、弁護士が相談に応じます。１件30分5,000円。
※ただし、多重債務（クレジット、消費者金融）の相談は無料、
要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満屋５階（受付：
平日午前９時～午後５時）／問鳥取県弁護士会米子支部（☎２３
－５７１０）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、相談
員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。 ▼毎週月・水・
金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。ただし、月・水曜
日が祝日・休日の場合はその翌日）の午前10時～午後３時／ふ
れあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費用2,000円、
要予約。 ▼ 毎月第１・３月曜日（年末年始は除く。月曜日が祝
日・休日の場合はその翌日）午後１時～３時／ふれあいの里１階
／毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時に、電話（☎２２－
７８３０）で予約／問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビザ）・
帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼

８日（土）午前10時～午後２時、３月２日（日）午前10時～午後
３時（３月はかぷりあ祭の参加事業として開催します。）／イ
オン米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／問鳥取県行
政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

■農地相談
農地のことで日ごろ困っていることについて、農業委員が相
談に応じます。 ▼ 18日（火）市役所本庁舎４階402会議室…午
前10時～正午（受付：午前10時～11時30分）、崎津公民館…
午後２時～４時（受付：午後２時～３時30分）／問農業委員会（☎
２３－５２７７）

■税の無料相談会
中国税理士会米子支部の税理士による税理士記念日「税の無
料相談会」が開催されます。 ▼ 23日（日）午前10時～午後４
時／米子髙島屋東館３階特設会場／問中国税理士会米子支部

（☎３２－４７９５）
■不動産無料相談

不動産取引全般について無料で相談に応じます。 ▼ 19日（水）
午前10時～午後３時／米子食品会館（旗ヶ崎2030）／問公益
社団法人　全日本不動産協会鳥取県本部（☎０８５７－２９－
５４１１、ＦＡＸ０８５７－２９－５４２２）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

万能町
住 宅 万能町

B 103
中層耐火
４ 階 建 3K 10,600円

～12,000円 S46（単身高齢
者等優先）

■入居者の資格　
　単身で、60歳以上の方、または心身に障がいのある方／世
帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅
に困窮していることが明らかな方／米子市税などの滞納がな
い方／暴力団員でないこと
■申込受付期間　３日（月）～７日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる
場合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認
ください。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課に
あります。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提
出は必要ありません。
■入居選考方法　10日（月）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　３月１日（土）
※次回の市営住宅入居者募集は３月３日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■議会事務局（☎３２－０３０２）
２月28日（金）本会議（開会、議案上程）

３月４日（火）本会議
（代表質問・日本共産党米子市議会議員団）

５日（水）本会議
（代表質問・蒼生会）

６日（木）本会議
（代表質問・よなご会議）

７日（金）本会議
（代表質問・公明党議員団）

10日（月）本会議
（各個質問、議案質疑、委員会付託）

13日（木）予算審査特別委員会

14日（金）総務企画委員会、
予算審査特別委員会総務企画分科会

17日（月）市民福祉委員会、
予算審査特別委員会市民福祉分科会

18日（火）経済教育委員会、
予算審査特別委員会経済教育分科会

20日（木）建設水道委員会、
予算審査特別委員会建設水道分科会

24日（月）予算審査特別委員会
26日（水）本会議（付議案の処理、閉会）

※請願・陳情は２月26日（水）の正午までに議会事務局に
提出してください。その後に提出された場合はその次の定
例会にて審議することとなります。
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パートタイム労働個別相談開催
　鳥取労働局では、パートタイム労働者の方、パートでの
就労を希望の方、事業主の方等を対象に個別相談を開催し
ます。
■と き　19日（水）、３月19日（水）正午～午後４時
■ところ　「ハローワーク米子」（イオン米子駅前店４階 )
■問合せ　鳥取労働局雇用均等室（☎０８５７－２９－１７０９）

カウンセラーによる「こころの相談会」
　鳥取産業カウンセラーズでは、「子どものこと」、「家族や
知人のこと」、「自分のこと」など日ごろ気になっている悩
みや困りごとを、カウンセラーに相談できる「こころの相
談会」を、次のとおり開催します。ご利用をお待ちしてい
ます。
■と き　11日（火・祝）午前９時30分～午後４時
■ところ　米子コンベンションセンター　第４・５会議室（末
広町 294）
■対 象　どなたでも可能
※秘密厳守、相談無料（事前予約が必要です。）
■予約・問合せ　ライフサポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８、ＦＡＸ０８５７－３２－５４５４）「労働セミナー」の開催案内

　鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」では、基本的な
労働関係法令等の学習機会を提供し、労働者・経営者間の
紛争を未然に防止することを目的として、次のとおり「労
働セミナー」を開催いたします。
■と き　28日（金）午前10時～11時30分
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）
中会議室１・２
■対象者　どなたでも可能※雇用保険の失業給付を受給中
の方は、求職活動実績のポイントとなります。
■内 容
・労働契約が成立するまでの流れとポイント
・賃金・労働時間・休日・休暇などのきまり
・社会保険加入要件など
■講 師　鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」労働・
雇用相談員
■参加料　無料　※要申込（当日参加も可能ですが、資料
準備のため申込みが必要 )
■申込・問合せ　
○鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」（☎０１２０－
４５１－７８３）（平日午前９時 30分～午後６時 )
○みなくる米子（☎３１－８７８５、ＦＡＸ２１－００３４）

職場でのトラブルでお困りの皆さんへ
　職場でのトラブルの解決を鳥取労働局がお手伝いします。
　解雇、労働条件の引下げ、いじめ・嫌がらせ等、労働に
関するトラブルでお困りの労働者、事業主の皆さん、鳥取
労働局では「総合労働相談コーナー」を設け、労働に関す
る相談に応じています。
　相談・情報提供のほか、簡易・迅速な紛争解決制度とし
て「助言・指導」、「あっせん制度」もありますので、お気
軽にご相談ください。
　くわしくは、「米子総合労働相談コーナー」まで。
■問合せ　米子総合労働相談コーナー（東町124番地16　
米子地方合同庁舎５階）（☎３４－２２６３）
開設時間：午前９時～午後５時15分（平日のみ）

米子ファミリー・サポート・センター
「援助会員養成講習会」のお知らせ

　米子ファミリー・サポート・センターでは、主に自宅で
子どもを預ることのできる援助会員を広く募集しています。
米子市在住の方であれば特に年齢・性別・資格は問いません。
　あなたも“地域で見守る子育て応援隊”として活動しま
せんか。くわしくはセンターまでお問い合わせください。
※有償ボランティア（基本料金１時間：600円）です。
　また、万一の事故に備え、センターが一括で会員補償保
険に加入しており、会員の負担金はありません。

「援助会員養成講習会」
　「心と体の発達とその問題」「救急講習」「子どもの遊び」
などの講義を２日間にわたって開催します。
■と き　17日（月）・18日（火）※２日とも要受講　午前
９時10分～午後３時30分までの予定
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）４
階　研修室１・２　※託児あり
■申込期限　12日（水）
■申込・問合せ　米子ファミリー・サポート・センター（ふ
れあいの里２階）（☎３２－００１６、ＦＡＸ３２－００２６）

不動産公売のお知らせ
　市税の滞納処分により差押えた不動産を公売します。
■入札期日　18日（火）　受付開始：午前10時30分、入札締切：
午前11時
■入札場所　市役所本庁舎４階401会議室
※くわしくはホームページでご確認ください。
※公売は事情により、中止させていただく場合もございま
すので、ご了承ください。
■問合せ　収税課（☎２３－５２９４）
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

届きましたか？特定保健指導利用券
健診結果相談会・健康づくり懇談会

（特定保健指導）
　米子市の特定健康診査または人間ドックを受けられた方
で、腹囲（おへそ周り）や体格指数（BMI）が標準より少しオー
バーし、血圧、血中脂質、血糖値の結果が少し高めだった
方を対象に健診結果相談会・健康づくり懇談会のご案内（特
定保健指導利用券）を随時お届けしています。
　血液検査が少し数値が高いだけ、血圧が少し高いだけで
は、あまり気にならないかもしれませんが、そのまま放置
していると深刻な生活習慣病になるかもしれません。
　健診結果相談会・健康づくり懇談会に参加して、病気の
芽を摘みましょう。
　５年後、10年後もより健康でいられるよう…保健師、
管理栄養士が一緒に健康について考え、これからの健康づ
くりのお手伝いをいたします。ご予約お待ちしています。
（締切は３月31日です。）

早期発見・早期治療が「がん」からあなたの命を守ります

精密検査は受けられましたか？
　日本人の２人に１人がかかるといわれる「がん」。自覚症
状がでるまでに見つけた早期がんの約９割は治すことがで
きます。
　検診は、受けて終わりではありません。検診結果が「要
精密検査」だった方は、早めに精密検査を受けましょう。

　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょう！
あんな歌、こんな歌…こころがますます元気にはずんでき
ます。どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　27日（木）午後１時30分～３時20分
　　　　　（受付…午後１時～）
■ところ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　「みんなで歌いましょう」
　　　　　　歌の指導　下

しも

田
だ

公
きみ

夫
お

さん
■参加費　100円
■主催・問合せ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　　　　　　　　会長　内

うち

田
だ く み こ

久美子さん（☎３３－６４９１）

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター
　　　　　　　　（ふれあいの里）３階
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった
場合は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康
手帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの
健康」の冊子を読んできてください。体温は接種会場
で測ります。

対 象 児 接 種 日
H25年８月30日～H25年９月13日生 ２月13日（木）
H25年９月14日～H25年９月26日生 ２月26日（水）
H25年９月27日～H25年10月13日生 ３月13日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受け
ていない方も受けてください。（平成25年４月から、対
象年齢が12か月未満に変更となりました。）

麻しん（はしか）風しんの
予防接種はお済ですか？

１歳のお子さん、年長さんの保護者の方へ
麻しん風しん混合予防接種（MR２期）を実施しています。
※年長さんが無料で接種できるのは、３月31日までで
す。
※委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてく
ださい。
※予診票と母子健康手帳をご持参ください。
※予診票を紛失された方は、接種医療機関または健康
対策課までご相談ください。

対象者 接種期間（無料）
１歳のお子さん １歳～２歳未満

年長さん H19年４月２日～H20年４月１日生 平成26年３月31日まで

マタニティー＆ベビー相談のご案内
　妊娠中の心配事やおっぱい（卒乳など）、生まれたばかり
の赤ちゃんのことや家族計画など、助産師が相談をお受け
しますのでご利用ください。電話での相談もお受けします。
■と き　毎週月曜日～金曜日　午後１時30分～４時
　※電話予約の方を優先させていただきます。
■ところ　米子市福祉保健総合センタ－（ふれあいの里）３階
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おもちゃの病院
９日（日）①午前10時～②午
前11時～、対象：幼児～中学
生。各回６組、診察料：無料

（部品代のみ実費）。修理でき
ないおもちゃもあります。※
１家族１点限り。電話受付中。
クラブ合同発表会
23日（日）午前10時30分～
11時30分。筝、ハンドベル、
リコーダー、合唱、落語クラ
ブが練習の成果を発表しま
す。仲よしお茶クラブのお点
前披露やお茶席（大人300円・
子ども100円）、花あしらい
教室の作品展示もあります。
プラネタリウム「冬の星座解
説」「こいぬ座物語」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・
３・４時の投影。幼児・70歳
以上の方無料、小中高校生
50円（土・日・祝は無料）、
大人300円。※ 19日（水）は
プラネタリウム保守点検のた
め休止。
夕暮れ観測会「月を見よう」
８日（土）午後４時30分～５
時30分（参加受付は５時ま
で。）、雨天・曇天中止、対象：
どなたでも可、当日参加自由、
無料。
天体観測会「スターウォッチ
ング・すばるを見よう」

３月１日（土）午後６時30分
～８時。対象：どなたでも可、
定員：40人、無料。15日（土）
から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日（12日を除く。）、
０～１歳半：午前10時30分～、
１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
９日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
15日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
22日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
26日（水）午前10時～正午、
予約不要、相談無料。元保育
士が、子育て中の保護者の悩
みの相談にのります。
木のおもちゃクラブ「もくも
く」初心者の日
26日（水）午前10時～正午、
対象：大人。はがきサイズの
木のパズルを作ります。参加
費：450円、13日（木）から
電話受付、定員：４人。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　４日（火） 、
12日（水）、18日（火）、25日（火）
※11日（火・祝）は開館します。

■図書室は17日（月）～28日
（金）まで年度末図書整理の
ため、本の貸出はできません

（返却は可）。
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで。）

米子市美術館リニューアル
オープン・開館30周年記念
小企画展「生誕100年記念
　植田正治展」
鳥取県出身の写真家・植田
正治生誕100年記念。「植田
調」と呼ばれる砂丘で撮影さ
れた代表作を中心に、戦前写
真雑誌に発表した貴重なヴィ
ンテージプリントや、遊び心
豊かにオブジェを配した作品
など収蔵作品を中心に展観し
ます。会期：９日（日）～３月
16日（日）［毎週水曜日休館］。
観覧料：一般500（400）円、
大学生以下無料※（　）内は
前売、15人以上の団体、70
歳以上の方、障がいのある方

（付き添い１人含む。）の料金。
「生誕100年記念　植田正治
展」ギャラリートーク
担当学芸員が展示解説を行な
います。22日（土）、３月８日

（土）午後２時～。会場：本展
会場内。※要観覧料
第３回ミュージアムスクール
「美術上映会」
「野外彫刻のたのしみ　－パ
ブリック・アートを探る－」
と「ルーベンス　－ネロの愛
したルーベンス－」の２本を、
学芸員の解説をまじえながら
上映します。16日（日）午後
２時～３時30分。会場：第５
展示室（約40席）。参加費：
無料。事前申込は不要です。

企画展「こどもの遊びとなつ
かしのおもちゃ展」
ブリキのおもちゃや凧、独楽、
双六など懐かしいおもちゃを
展示しています。けん玉、折
り紙、あやとりなどの昔の遊
びを自由に体験していただけ
るコーナーも設けています。
会期：２月11日（火・祝）まで。
会場：山陰歴史館第１展示室。
観覧料：無料
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　４日（火）、
12日（水）（祝日の翌日休館）、
18日（火）、25日（火）

常設展開催中
米子市で発掘された遺跡の出
土品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　４日（火）、
12日（水）、13日（木）、18日

（火）、25日（火）

つつじ読書会
１日（土）午後２時、２階研修
室、『ゲーテとの対話』（上巻・
前半）エッカーマン：著　岩
波文庫※次回３月１日（土）
楽しく漢文に学ぶ会
２日（日）午後１時30分、２階
研修室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：著（講談社学術文庫）を
読みます。※次回３月２日（日）
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしのぎ
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んか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分。
★11日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
いずれも、１階おはなしのへ
や、絵本の読み聞かせ・わら
べうた・紙芝居・パネルシア
ターなど。
古文書研究会
22日（土） 午後１時30分、２
階研修室、古文書入門「百人
一首で変体がなに強くなろう

（第５回）」。講師：中
な か

　宏
こ う

さん。
ビジネス支援（要事前申込）
●「起業・経営なんでも相談会」
２日（日）午後１時～５時、２
階研修室。予約先：米子市立
図書館
●「起業・事業融資相談会」
２日（日）午後１時～５時、２
階研修室。予約先：日本政策
金融公庫米子支店（☎３４－
５８２１）
●「労務出張無料相談会」
13日（木）午後２時～５時、
２階研修室。予約先：鳥取県
最低賃金総合相談支援セン
ター（☎２７－１９４２）
●「米子若者サポートステー
ション出張相談」
18日（火）午後１時～５時、
２階研修室。予約先：米子若
者サポートステーション（☎
２１－８７６６）
●「ビジネス情報相談会」
21日（金）午後１時～３時、
２階研修室。予約先：鳥取県
立図書館（☎０８５７－２６－
８１５５）
●「就農相談会」
23日（日）午前10時～午後３
時、２階研修室。予約先：（財）
鳥取県農業農村担い手育成機
構（☎３１－９６４４）
●「特許無料相談」
25日（火）午後１時～４時、

２階研修室。主催・予約先：
米子市立図書館
山陰古代史研究会講演会『天
孫降臨は宮崎ではなく鳥取県』
８日（土）午後１時30分～３
時30分、２階多目的研修室、
資料代500円。講師：田

た な か

中
文
ふ み や

也さん
行政書士セミナー「遺言書を
書いてみましょう」
23日（日）午後１時30分～３
時30分、２階多目的研修室。
無 料、 要 予 約、 定 員50人。
予約先：鳥取県行政書士会（☎
０８５７－２４－２７４４）
■開館時間　
平日：午前９時～午後７時
土・日・祝日：午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜日
、28日（月末資料整理）

第19回米子水鳥公園絵画コ
ンクール作品展
小学生が描いた鳥の絵画を多
数展示します。展示期間：２
月１日（土）～３月８日（土）。
展示期間中、来館者による投
票審査があります。審査投
票の受付期間は２月１日（土）
～16日（日）までです。
世界湿地の日記念自然観察会
「水鳥のサンクチュアリ探検！」
世界湿地の日を記念して、普段
入れない真冬の野鳥保護区内
をご案内します。８日（土）午
前10時～午前11時30分。対象：
小学生以上、定員15人、要予約。
持ち物：とても寒いので、暖か
い服装でご参加ください。
世界湿地の日記念「中海の恵
みを味わおう会」
世界湿地の日にちなんで、中
海で獲れる水産物を調理して
味わうことで、中海の恵みを

実感していただきます。16日
（日）午前10時～午後２時。対
象：小学生以上15人、要予約。
参加費：500円（入館料免除）
自然観察会「さよならコハク
チョウ！」
生まれ故郷の北極圏へと旅立
つコハクチョウたちを観察し
ます。３月８日（土）午前７時
～８時30分。対象：小学生
以上がおすすめ。
●会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料が必要です（高
校生～ 69歳は300円、その
他は無料）。
●水鳥公園のイベントは、
とっとり県民カレッジ連携講
座です。
■開館時間　平日：午前８時
30分～午後５時30分、土・日・
祝日：午前７時～午後５時30分
■今月の休館日　４日（火）、
12日（水）、18日（火）、25日（火）

常設展　「ひなまつり（前期）」
雛人形に桃の花を飾り、白酒
や雛あられや菱餅をお供えす
る雛祭り。いつの世もわが子
の健やかな成長と幸せを願っ
てお祝いされてきました。今

年も江戸時代から昭和、平成
までの時代を超えて様々なお
雛様がお目見えします。春の
訪れを告げる人形達をどうぞ
お楽しみください。期間：３
月10日（月）まで。入館料：
250円
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
「因幡の国の手仕事」
鳥取県東部に位置する因幡の
国は「因幡の白うさぎ」や「麒
麟獅子舞」などが有名で、神話
や文化の宝庫です。そしても
う1つは「民芸」。山陰の民芸
運動の中心地でもあったこの
地に息づく手仕事をご堪能く
ださい。期間：１日（土）～３月
27日（木）まで。入館料：無料
■開館時間　
午前９時～午後５時
■休館日　12日（水）、25日（火）

２月ロビー展　ニット展
出展者：浦木あけみ編物教室
のみなさん
■入園料　大人200円、小・
中学生50円。（市内にお住ま
いの方の料金。受付でお申し
出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

第11回　ぺらっとハングル・
スピーチコンテスト開催

　ハングルを学んでいる方を対象に「第11回ぺらっとハン
グルスピーチコンテスト」を開催します。みなさんのご来
場をお待ちしております。楽しいアトラクションがありま
す。どうぞお楽しみに！！
■と き　15日（土）午後１時30分～４時30分（予定）
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）
１階大会議室
■問合せ　市民自治推進課（☎２３－５３７４）
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　冬になると、米子水鳥公園にはたくさんのコハクチョウがやってきます。その中に、
時々くちばしが真っ黒なコハクチョウが混じっていることがあります。これはアメリカ
コハクチョウです。
　アメリカコハクチョウは、北アメリカに生息しているコハクチョウの亜種です。水鳥
公園にやってくるコハクチョウはロシア生まれであるのに対して、アメリカコハクチョ
ウはアラスカ生まれです。同じコハクチョウなのですが、ちょっとだけ姿が違うので、
ロシア生まれをコハクチョウ、アラスカ生まれをアメリカコハクチョウと呼んで区別し
ています。人間に例えるならば、アメリカ人とロシア人のような関係です。

　アメリカコハクチョウは、毎年日本のハクチョウ渡来地で確認されていますが、環境省が行なっている全国のガンカモ類
の調査結果を見てみると、日本への飛来数がコハクチョウはおよそ４万羽に対して、アメリカコハクチョウは十数羽しか確
認されていません。中海で越冬する約1500羽のコハクチョウの中にも１～２羽程度しかいない、珍しいハクチョウです。
　ところで、なぜロシアのコハクチョウの中にアメリカコハクチョウが混じるのでしょうか。それはおそらく、コハクチョ
ウの繁殖地の地形が関係していると思います。
　コハクチョウはユーラシア大陸のツンドラ地帯、アメリカコハクチョウはアメリカ大陸のツンドラ地帯生まれです。ユー
ラシア大陸の極東部とアメリカ大陸のアラスカは隣接していて距離が近くなっています。そのため、アラスカにいるアメ
リカコハクチョウが間違えて西に移動し、ロシアに迷い込んでしまうものが時々いるようなのです。日本ではアメリカコ
ハクチョウが珍しい一方で、アメリカではコハクチョウが珍しい鳥として扱われています。
　アメリカコハクチョウをよく観察してみると、ロシアのコハクチョウと番

つ が

いになっている
ことがあります。そして、その子どもたちは、両親の特徴を半分ずつ受け継いでいて、くち
ばしの黄色い模様がコハクチョウより小さく、アメリカコハクチョウよりも大きくなってい
ます。コハクチョウにも国際結婚があって、両方の特徴をもつ子どもが生まれているのですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

き り は ら け い す け

原佳介

水鳥公園からのたより
アメリカコハクチョウ

２月に見られる生きものたち
コハクチョウ、マガモなどのカモ類、アオサギなどのサギ類３種、ハジロカイツブリなどカイツブ
リ類３種、チュウヒなどのタカ類、オオジュリンなどの小鳥類、ヌートリア　など。

「よなごの宝88選」から
　三

み わ

輪神社　～大和大
お お み わ

神神社から勧
かんじょう

請～　　《宝No.９》　　淀江町小波
　三輪神社は淀江町小波字東岡畑に鎮座しています。主神は大

おおもの

物主
ぬしのみこと

命、相殿
に速

は や す さ の お の

須佐之男命
みこと

、少
すく

名
な

毘
び こ な の

古那命
みこと

が祀られています。三輪神社縁起書によれば、
崇神天皇のとき国家鎮護の神として大和国大

おおみ わ じ ん じ ゃ

神神社の分霊を勧請したと云
い、平安時代の国書である『三代実録』に、貞観15年（873）に従五位下の神
階を授かったとある「伯耆国の三輪神」は当社のこととされています。
　旧社地は東南約800メートルの三輪山（山陰道東側）にありました。東西８町、
南北６町、約50町（50ヘクタール）の社地に壮麗な社殿や大鳥居、神宮寺（薬師寺）
などが建ち、阿弥陀川から日野川にいたる51か村の総氏神であったといわれ
ます。宮広峰、鳥居峰、堂の峰、神主屋敷、的場、馬場などの地名や伝承地

があり、棟札には小波城主大石橋氏や尾高城主行松氏の名前もみられます。
　元弘３年（1333）の小波浜合戦や、大永４年（1524）の五月崩れなどの兵火で焼失し荒廃していましたが、江戸時代になっ
て鳥取池田氏の崇敬を受け、寛永10年（1633）社領２石６斗が寄進され、正保２年（1645）に現在の社地に移されました。も
とは福田庄大社と称されていましたが、安政７年（1860）中

なかまのしょう

間庄大社と改められました。
　現在も古来からの「狼神事」（春祭・４月19日）や「大注連縄神事」（秋祭・10月19日）などの伝統神事が受け継がれています。
狼神事は、毎年大和三輪山から春祭りに遣わされ、秋祭りの後に帰るという２匹の狼の木像を神

み こ し

輿に乗せ、猿田彦を露払
いに笛太鼓賑やかに小波浜の村々を回ります。
　境内の「想風館」には旧社地にあったと思われる古式の神像や木造狛犬などが納められ、鳥居横にはサイノカミ、隣接
の薬師堂横には周辺地域から出土した宝

ほうきょういんとう

筐印塔などが安置されています。　　　　　　　【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第44回よなご88探宝会　２月16日（日）午後１時～４時、外堀界隈（東倉吉町～灘町）、参加費500円、山陰歴
史館集合。申込方法：住所・氏名・電話番号を明記のうえ、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文
化課内、FAX23－5414）まで。
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